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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　コークスが充填された煉瓦積み構造体であり、上部にプレチャンバー、下部にクーリン

グチャンバー、その間の、クーリングチャンバー上部に放射状に設けられたスローピング

フリューを備え、プレチャンバー上部から赤熱コークスを投入し、クーリングチャンバー

下部から冷却したコークスを排出し、スローピングフリューから排出ガスをボイラー側に

搬送するコークス乾式消火設備であって、

プレチャンバー内筒下部の安息面上端からクーリングチャンバー内側面の安息面下端まで

を安息面長さとしたリング状の安息面を特徴とし、

スローピングフリュー入口を安息面上端から安息面下端までの高さ内に設け、かつスロー

ピングフリュー入口が安息面と仕切壁との間の空間で連通していることを特徴とし、

さらに、スローピングフリュー迫り出し長さが４００ｍｍを超えないことを特徴とするコ

ークス乾式消火設備。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

本発明は、コークス冷却を行うコークス乾式消火設備に関する。

【背景技術】

【０００２】

図１に設備全体を示す。コークス乾式消火設備は製鉄所などに設置され、コークス炉で乾
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留 さ れ た 赤 熱 コ ー ク ス を 循 環 ガ ス で 徐 冷 、 消 火 し コ ー ク ス の 品 質 向 上 と 発 電 な ど の エ ネ ル

ギ ー 回 収 を 行 う 設 備 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

コ ー ク ス が 充 填 さ れ る 耐 火 物 製 煉 瓦 積 み の 円 筒 形 容 器 で あ り 、 上 部 に 赤 熱 コ ー ク ス の 予 備

槽 と な る プ レ チ ャ ン バ ー １ 、 下 部 に コ ー ク ス を 徐 冷 す る ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー ２ 、 そ の 間

に 円 周 方 向 に 放 射 状 に 配 列 さ れ た ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ を 備 え て い る 。 赤 熱 コ ー ク ス は

、 プ レ チ ャ ン バ ー １ 上 部 か ら 投 入 さ れ ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー ２ 下 部 か ら 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

排 出 ガ ス は ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ を 通 過 し ボ イ ラ ー 側 に 搬 送 さ れ る 。 排 出 ガ ス は ク ー リ

ン グ チ ャ ン バ ー ２ 経 由 の 冷 却 ガ ス が 主 体 で あ る が 、 プ レ チ ャ ン バ ー １ 内 の コ ー ク ス か ら 発

生 し た 燃 焼 ガ ス も 含 ま れ て い る 。 排 出 ガ ス は コ ー ク ス 粉 を 含 む た め に 除 塵 設 備 ９ を 通 り 、

ボ イ ラ ー 設 備 １ ０ で エ ネ ル ギ ー 回 収 さ れ た 後 に 再 び ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー ２ 下 部 へ 循 環 さ

れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ は 、 排 出 ガ ス を ボ イ ラ ー 側 に 搬 送 す る た め に 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン

バ ー ２ 上 部 か ら 放 射 状 に リ ン グ ダ ク ト ８ ま で 配 置 さ れ て い る 。 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ の

側 面 は 、 プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒 ４ を 支 え る 仕 切 壁 ５ で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

図 ２ は ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 断 面 で あ る 。 プ レ チ ャ ン バ ー １ に 投 入 さ れ た 高 温 の コ ー ク

ス は 漸 次 下 降 し 、 一 部 が ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ 内 に 堆 積 す る 。 そ の 後 、 ク ー リ ン グ チ ャ

ン バ ー ２ 内 に 戻 り 下 降 す る 。 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ 内 は 、 コ ー ク ス 層 が 漸 次 入 れ 替 わ り

な が ら 安 息 角 を 保 ち 斜 面 （ 以 降 、 安 息 面 ６ と い う ） を 形 成 し て い る 。 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ

ー 入 口 ７ は 安 息 面 ６ 以 下 の 高 さ に あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

冷 却 ガ ス は 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー ２ 下 部 に 吹 き 込 ま れ た 後 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー ２ 内

の コ ー ク ス 層 の 空 隙 を 上 昇 し 、 さ ら に ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ 内 の コ ー ク ス 層 の 空 隙 を 通

過 し た の ち 、 安 息 面 ６ か ら 噴 き 出 す 。 こ れ に 加 え て 、 プ レ チ ャ ン バ ー １ 内 の コ ー ク ス か ら

発 生 し た 燃 焼 ガ ス も 冷 却 ガ ス と と も に 安 息 面 ６ か ら 噴 き 出 す 。 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー ２ 経

由 の 冷 却 ガ ス に プ レ チ ャ ン バ ー １ 経 由 の 燃 焼 ガ ス が 混 合 さ れ た も の が ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ

ー ３ を 通 過 す る 排 出 ガ ス で あ り 、 冷 却 ガ ス 量 と 燃 焼 ガ ス 量 の 合 計 が 排 出 ガ ス 量 で あ る 。 ま

た 、 排 出 ガ ス 量 は 安 息 面 ６ の 噴 き 出 し 量 で も あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

さ ら に 最 近 の 技 術 動 向 と し て 、 プ レ チ ャ ン バ ー ２ に 燃 焼 空 気 ま た は 外 部 燃 焼 物 を 導 入 し 、

コ ー ク ス の 乾 留 促 進 ま た は 回 収 エ ネ ル ギ ー の 増 加 を 図 る 傾 向 に あ る た め 、 ス ロ ー ピ ン グ フ

リ ュ ー ３ を 通 過 す る 排 出 ガ ス 量 は 増 加 す る 傾 向 に あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

安 息 面 ６ か ら は 比 較 的 小 さ な 粒 径 の コ ー ク ス が 排 ガ ス に よ っ て ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ

る 。 排 出 ガ ス の 安 息 面 の 噴 き 出 し 流 速 は ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 粒 径 に 大

き く 影 響 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

安 息 面 ６ の 噴 き 出 し 流 速 は 、 次 の 式 で 表 す 。

安 息 面 の 噴 き 出 し 流 速 ＝ (排 出 ガ ス 流 量 )/(安 息 面 積 )

【 ０ ０ １ １ 】

図 ３ か ら 、 安 息 面 ６ の 噴 き 出 し 流 速 を 鉛 直 方 向 に 分 解 し た 速 度 成 分 が 、 コ ー ク ス 粒 の 終 末

速 度 に 等 し い と き 、 コ ー ク ス 粉 は 安 息 面 か ら 離 脱 し ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る と 考 え ら

れ る 。 式 で 表 す と 、

安 息 面 の 噴 き 出 し 流 速 ＊ cos安 息 角 ＝ 境 界 粒 径 の 終 末 速 度

の と き に 境 界 粒 径 以 下 の コ ー ク ス が ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

安 息 面 ６ か ら 噴 き 出 す 排 出 ガ ス は 、 仕 切 壁 ５ に 挟 ま れ た 楔 型 の コ ー ク ス 層 に よ っ て ク ー リ
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ン グ チ ャ ン バ ー ２ の 半 径 方 向 で 偏 流 し て い る 。 安 息 面 ６ は 炉 芯 か ら 外 側 に な る ほ ど 排 出 ガ

ス 流 量 は 小 さ く な る 。 排 出 ガ ス 量 を 増 加 し 続 け れ ば 、 あ る レ ベ ル で ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー

３ が コ ー ク ス で 閉 塞 し て し ま う 。

【 ０ ０ １ ３ 】

ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ が コ ー ク ス で 閉 塞 す る 過 程 は 概 ね 図 ４ の よ う に 変 化 す る 。

（ １ ） 冷 却 ガ ス 流 速 が 大 き い 安 息 面 ６ の 炉 芯 側 か ら 吹 き 上 げ ら れ た 微 粉 が 流 速 の 小 さ い 炉

外 側 へ 堆 積 す る 。

（ ２ ） 炉 外 側 で 安 息 面 ６ を 超 え る 高 さ に コ ー ク ス が 堆 積 さ れ 偏 流 が 増 大 す る 。

（ ３ ） コ ー ク ス 堆 積 と 偏 流 の 悪 循 環 に よ り ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ が 閉 塞 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 過 程 で は 、 ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス 粒 径 も 変 動 す る 。

ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ が コ ー ク ス で 閉 塞 さ れ れ ば 復 旧 の た め に 設 備 停 止 が 必 要 に な る 。

大 粒 径 の コ ー ク ス が 飛 散 搬 送 さ れ れ ば ボ イ ラ ー チ ュ ー ブ や 除 塵 設 備 そ の 他 の 付 帯 設 備 も 損

傷 す る た め 、 建 設 コ ス ト 、 保 全 コ ス ト は 過 剰 に な ら ざ る を 得 な い 。 ま た 設 備 稼 働 中 に 上 記

（ １ ） ～ （ ３ ） を 起 こ さ せ な い た め に は 、 あ ら か じ め コ ー ク ス が 安 息 面 ６ を 超 え て 堆 積 し

な い 排 出 ガ ス 量 に 抑 制 せ ざ る を 得 な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

と こ ろ で 、 安 息 面 長 さ W（ 図 ２ ） を 大 き く す れ ば 安 息 面 の 噴 き 出 し 流 速 の 平 均 値 は 低 減 で

き る が 、 流 速 の 少 な い 炉 外 方 向 の 面 積 が 増 え る こ と に な り 増 風 効 果 は 小 さ く 偏 流 は 増 大 す

る 。 ま た 安 息 面 長 さ Wを 大 き く す る こ と は 仕 切 壁 ５ の 大 型 化 に な り 、 プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒

４ を 支 え る 煉 瓦 積 み 構 造 体 で あ る ゆ え に 脆 弱 さ を 増 し 保 全 負 荷 が 増 大 す る 。 例 え ば 、 設 備

の 停 止 時 間 の 増 加 に よ る コ ー ク ス 品 質 と 回 収 エ ネ ル ギ ー 量 の 低 下 、 あ る い は 設 備 停 止 毎 の

仕 切 壁 煉 瓦 の 積 み 替 え 作 業 負 荷 と 補 修 コ ス ト の 増 大 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

こ の よ う に 、 排 出 ガ ス 量 を 増 大 さ せ た う え で ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス 粒 径 を

制 御 す る こ と は コ ー ク ス 乾 式 消 火 設 備 の 稼 働 当 初 か ら の 課 題 で あ っ た 。 し か し な が ら 従 来

の ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ の 構 造 で は 、

（ １ ） ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー で コ ー ク ス 閉 塞 を 起 こ さ な い た め の 風 速 制 限 が あ り 、

（ ２ ） 安 息 面 ６ で 排 ガ ス の 偏 流 が あ り 、 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 粒 径 が 変 動 し や す い 。

（ ３ ） 安 息 面 積 を 増 大 す る と 仕 切 壁 を 大 型 化 し 脆 弱 さ を 増 し 、 建 設 コ ス ト 、 保 全 コ ス ト が

増 大 す る 。

と い う 因 果 関 係 が あ る た め に 困 難 で あ っ た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

こ れ に 対 し 、 従 来 か ら ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ の 排 出 ガ ス 量 の 増 加 対 策 が な さ れ て き た 。

例 え ば （ 特 公 平 01-026396） で は 、 プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒 ４ 下 端 部 の 内 側 を リ ブ 化 す る こ と

で 安 息 面 長 さ Wを 大 き く し 、 ま た 安 息 面 ６ 上 部 を 部 分 的 に 連 結 さ せ 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ

ー ３ 内 の コ ー ク ス 層 を 減 ず る 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

ま た （ 特 公 平 03-120536） に は 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ を 上 下 複 数 段 に 分 割 す る こ と に

よ り 安 息 す る コ ー ク ス 層 を 減 少 さ せ る 構 造 が 記 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

さ ら に （ PCT/JP2008/068582） で は 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ の 入 り 口 下 端 部 を 炉 芯 側 に

配 置 す る こ と に よ り ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 内 の コ ー ク ス が 排 出 さ れ 充 填 さ れ る ス ペ ー ス を

作 り 出 す 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 01-026396

【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 03-120536

【 特 許 文 献 ３ 】 PCT/JP2008/068582
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【 ０ ０ ２ １ 】

こ れ ら の 発 明 は 、 ガ ス 排 出 量 の 増 加 に は 実 用 的 で 効 果 を 発 揮 し て い る 。 し か し な が ら 、 ス

ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ 内 か ら 安 息 面 ４ が 排 除 さ れ て い な い た め に 、 排 出 ガ ス 量 の 一 定 幅 の

増 加 は で き る も の の 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー ３ の コ ー ク ス 閉 塞 を 防 止 す る た め の 排 出 ガ ス

流 速 制 限 は 解 消 さ れ な い 。 ま た 、 安 息 面 ６ か ら の 排 出 ガ ス 噴 き 出 し の 偏 流 も 一 定 の 改 善 に

と ど ま る た め に 、 集 塵 設 備 と ボ イ ラ ー 設 備 の 耐 摩 耗 コ ス ト の 低 減 ま で は 期 待 で き な い 。 さ

ら に 、 チ ャ ン バ ー 内 の 構 造 を 複 雑 に す る こ と は 、 設 備 停 止 時 間 や 保 全 コ ス ト を 増 大 さ せ る

要 因 で も あ る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

本 発 明 は こ の よ う な 背 景 に 基 づ い た も の で あ り 、 そ の 第 一 の 目 的 は 、 仕 切 壁 の 建 設 コ ス ト

、 保 全 コ ス ト を 増 大 さ せ る こ と な く 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 排 出 ガ ス 流 速 制 限 を 解 消 し

、 ガ ス 排 出 量 を 増 加 さ せ コ ー ク ス 冷 却 能 力 と エ ネ ル ギ ー 回 収 能 力 を 増 強 す る こ と に あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

第 二 の 目 的 は 、 排 出 ガ ス 流 量 を 安 定 的 に 確 保 し つ つ 、 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 粒 径 を 制

御 し 、 ボ イ ラ ー 側 の 耐 摩 耗 コ ス ト を 抑 制 す る こ と に あ る 。

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

本 発 明 の 課 題 は 、 第 一 に 冷 却 ガ ス 流 速 の 制 約 と な っ て い る ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー か ら 安 息

面 を 排 除 す る こ と に あ る 。 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 流 速 制 限 を 解 消 し コ ー ク ス 閉 塞 を 防 止

で き れ ば 、 排 出 ガ ス 量 の 増 加 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

第 二 の 課 題 と し て 、 ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 分 級 点 と な る 安 息 面 の 偏 流 を

抑 制 す る こ と に あ る 。 偏 流 を 抑 制 で き れ ば 、 排 出 ガ ス を 増 加 さ せ て も ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬

送 さ れ る コ ー ク ス 粒 径 を 安 定 し て 制 御 で き 、 ボ イ ラ ー 設 備 と 除 塵 設 備 の 耐 摩 耗 コ ス ト を 低

減 で き 、 建 設 コ ス ト と 保 全 コ ス ト の 低 減 が 可 能 に な る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

本 発 明 の 構 造 の 断 面 を 図 ５ に 示 す 。 プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒 下 部 の 安 息 面 上 端 ２ １ か ら ク ー リ

ン グ チ ャ ン バ ー 内 側 面 の 安 息 面 下 端 ２ ２ ま で を 安 息 面 長 さ Wと し 、 安 息 面 を リ ン グ 状 に 形

成 す る こ と が 望 ま し い 。 仕 切 壁 と 安 息 面 と の 間 に 空 間 を 設 け 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口

を 安 息 面 上 端 ２ １ か ら 安 息 面 下 端 ２ ２ ま で の 高 さ に 位 置 さ せ 、 そ れ ぞ れ の ス ロ ー ピ ン グ フ

リ ュ ー 入 口 を 、 安 息 面 と 仕 切 壁 と の 間 の 空 間 で 連 通 す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

排 出 ガ ス は 、 プ レ チ ャ ン バ ー 内 ま た は ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 内 の コ ー ク ス 層 の 空 隙 を 通 過

し た 後 、 偏 流 が 格 段 に 抑 制 さ れ た リ ン グ 状 の 安 息 面 か ら 噴 き 出 し た 後 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ

ュ ー か ら コ ー ク ス 層 の 通 気 抵 抗 を 受 け る こ と な く ボ イ ラ ー 側 に 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

コ ー ク ス は プ レ チ ャ ン バ ー か ら 漸 次 降 下 し 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 内 に 入 り 込 む こ と な く

、 リ ン グ 状 の 安 息 面 を 形 成 し た 後 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー を 降 下 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

さ ら に 、 本 発 明 の 安 息 面 積 は 、 ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 最 大 粒 径 に 基 づ い

た 安 息 面 の 噴 き 出 し 流 速 と 、 排 出 ガ ス 流 量 か ら 求 め る こ と が 望 ま し い 。 安 息 面 積 は 、 ボ イ

ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 最 大 粒 径 の 終 末 速 度 を 超 え な い た め の 大 き さ を 確 保 す

る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

図 ６ に 本 発 明 の リ ン グ 状 の 安 息 面 の 平 面 イ メ ー ジ を 示 す 。 上 記 で 必 要 な 面 積 を 確 保 す る 一

方 で 、 仕 切 壁 の 強 度 や 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が 望 ま し い 。 そ こ で 、 仕 切 壁 に よ る 分 断 が な

い こ と と 、 安 息 面 の 偏 流 が 格 段 に 抑 制 さ れ る こ と か ら 、 安 息 面 長 さ Wを 、 従 来 に 比 べ 大 幅

に 短 縮 す る こ と が 望 ま し い 。 安 息 面 の 長 さ Wは 、 ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の
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最 大 粒 径 の 終 末 速 度 を 超 え な い 安 息 面 積 を 確 保 し た 上 で 、 短 く す る こ と が 望 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ３ １ 】

本 発 明 の 効 果 は 、 プ レ チ ャ ン バ ー と ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー を 有 す る コ ー ク ス 乾 式 消 火 設 備

に お い て 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 風 速 制 限 が 解 消 さ れ 、 安 息 面 上 の 排 出 ガ ス の 偏 流 を 格

段 に 抑 制 で き る こ と に あ る 。 そ の 結 果 、 排 出 ガ ス 量 を 増 加 す る こ と が で き 、 コ ー ク ス 冷 却

能 力 と エ ネ ル ギ ー 回 収 能 力 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

さ ら に は 、 偏 流 が 格 段 に 抑 制 さ れ た 安 息 面 で 、 安 息 面 積 を コ ー ク ス 粉 の 終 末 速 度 に 基 づ き

設 定 す る こ と に よ り 、 精 度 よ く 最 大 粒 径 以 下 の コ ー ク ス 粉 を 選 択 的 に ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬

送 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 ボ イ ラ ー 設 備 と 除 塵 設 備 の 安 定 し た 稼 働 と 建 設 コ ス

ト と 保 全 コ ス ト の 低 減 も 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

さ ら に は 、 安 息 面 長 さ Wの 短 縮 は 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 迫 り 出 し 長 さ Lの 短 縮 に も な り 、

プ レ チ ャ ン バ ー 容 積 の 拡 大 、 さ ら に は 設 備 全 体 の 高 さ の 低 減 が 期 待 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 図 １ 】 コ ー ク ス 乾 式 消 火 設 備 の 概 略 で あ る 。

【 図 ２ 】 従 来 の ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 鉛 直 断 面 と 、 炉 芯 側 か ら 見 た ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ

ー 入 口 で あ る 。

【 図 ３ 】 安 息 面 上 の 排 ガ ス 流 速 を 説 明 し て い る 。

【 図 ４ 】 従 来 の ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の コ ー ク ス 閉 塞 ま で の 過 程 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 鉛 直 断 面 と 、 炉 芯 側 か ら 見 た ス ロ ー ピ ン グ フ リ

ュ ー 入 口 で あ る 。

【 図 ６ 】 安 息 面 を 上 か ら 見 た イ メ ー ジ で あ る 。 左 側 が 本 発 明 、 右 側 が 従 来 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 例 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

次 に 、 本 発 明 を 適 用 す る 具 体 例 を 示 す 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

コ ー ク ス の 安 息 面 で の ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス の 最 大 粒 径 ｄ の 終 末 速 度 ｕ t

は 以 下 の 式 で 表 せ る 。

ｕ t＝ ｄ ^2(ρ s－ ρ f)＊ 重 力 加 速 度 /(18μ f)　 　 (Re＜ 2)

ｕ t＝ {(4/225)＊ (ρ s－ ρ f)^2＊ 重 力 加 速 度 ^2/(ρ f＊ μ f)}^(1/3)＊ ｄ 　 　 (2＜ Re＜ 500)

ｕ t＝ {(4/3/0.44)＊ (ρ s－ ρ f)＊ 重 力 加 速 度 ＊ ｄ /ρ f}^(1/2)　 　 (500＜ Re＜ 10^5)

こ こ で 、 Re＝ (ｄ ＊ ｕ t＊ ρ f)/ μ f　 　 　 ρ f： 排 出 ガ ス 密 度 　 　 ρ s： コ ー ク ス 密 度 　 　

μ f： 排 ガ ス 粘 度

【 ０ ０ ３ ７ 】

ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー に お け る 排 出 ガ ス は 通 常 500＜ Re＜ 10＾ 5で あ る た め 終 末 速 度 ｕ tは

上 記 第 ３ 式 で 表 さ れ る 。 そ こ で 、 排 出 ガ ス 密 度 ρ f、 コ ー ク ス 密 度 ρ s、 は 固 定 値 で 定 め ら

れ る か ら 、 最 大 粒 径 ｄ を 定 め れ ば 終 末 速 度 ｕ tは 求 ま る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

安 息 面 の 噴 き 出 し 流 速 が 、 最 大 粒 径 ｄ か ら 求 め ら れ た 終 末 速 度 ｕ tを 超 え な い よ う に 、 安

息 面 積 を 確 保 す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

一 方 で 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 迫 り 出 し 長 さ Lが 過 大 に な ら な い た め に 、 例 え ば 寸 法 Lが ４

０ ０ ｍ ｍ を 超 え な い 範 囲 に 収 め る た め に 必 要 な ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 内 径 を 確 保 す る こ と

が 望 ま し い 。 あ る い は 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 内 径 を 拡 大 せ ず に 安 息 面 積 を 確 保 す る た め
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に 、 安 息 面 を 上 下 複 数 段 に 配 置 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒 下 部 に ぶ ら 下 が り 部 分 を 作 ら な い た め に 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口

の 高 さ は 、 安 息 面 上 端 高 さ を 限 度 と す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 内

に コ ー ク ス 層 を 堆 積 さ せ な い た め に 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口 下 端 を 、 安 息 面 下 端 高 さ

を 限 度 と す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 煉 瓦 厚 さ の 鉛 直 方 向 真 上 に プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒 厚 さ の 一 部 ま た は 全

部 を 重 ね て も 良 い 。 こ れ は プ レ チ ャ ン バ ー 容 積 の 拡 大 ま た は 設 備 全 体 の 高 さ 低 減 が 期 待 で

き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒 を 支 え る た め に 、 仕 切 壁 の 複 数 を 従 来 の よ う に 、 安 息 面 よ り も 下 方 に

延 長 し 、 リ ン グ 状 の 安 息 面 を 複 数 に 分 割 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

仕 切 壁 の 上 下 面 を 面 取 り し 、 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 入 出 開 口 部 を ベ ル マ ウ ス 状 に し 、 排

出 ガ ス 流 の 圧 力 損 失 を 低 減 さ せ て も 良 い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

安 息 面 と ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口 は 、 安 息 面 上 の 排 出 ガ ス の 水 平 方 向 の 風 圧 に よ る コ ー

ク ス 粉 の 巻 き 上 げ が 無 視 で き る 範 囲 内 で 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 入 口 の 円 周 方 向 の 配 置 を

変 化 さ せ て も 良 い 。 安 息 面 と ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口 は 、 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 全 周 に

均 等 に 配 置 さ れ な く て も 良 い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

以 上 、 本 発 明 は コ ー ク ス 乾 式 消 火 設 備 へ の 適 応 で あ る が 、 一 般 に 塔 内 の 粉 体 充 填 層 の 任 意

の 高 さ か ら 、 粉 体 の 空 隙 を 通 過 し て き た 流 体 を 安 息 面 か ら 系 外 へ 排 出 す る 場 合 に 適 用 で き

る 。 例 え ば 成 型 コ ー ク ス 製 造 機 の シ ャ フ ト 炉 中 段 高 さ か ら 、 境 界 粒 径 以 下 の 成 型 炭 粉 の 飛

散 搬 送 を 伴 う 発 生 ガ ス の 採 取 等 に も 利 用 で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

本 発 明 は 、 粉 体 充 填 層 の 側 面 か ら 流 体 を 排 出 す る 場 合 に お い て 、 流 体 に よ り 飛 散 搬 送 さ れ

る 粉 体 の 最 大 粒 径 を 設 定 す る 場 合 に 応 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

１ 　 プ レ チ ャ ン バ ー

２ 　 ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー

３ 　 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー

４ 　 プ レ チ ャ ン バ ー 内 筒

５ 　 仕 切 壁

６ 　 安 息 面

７ 　 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口

８ 　 リ ン グ ダ ク ト

９ 　 集 塵 設 備

１ ０ 　 ボ イ ラ ー 設 備

２ １ 　 安 息 面 上 端

２ ２ 　 安 息 面 下 端

W　 安 息 面 長 さ

L　 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 迫 り 出 し 長 さ

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー の 排 出 ガ ス を 増 加 さ せ る と と も に ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ
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れ る コ ー ク ス 粒 径 を 制 御 し 、 安 定 し た コ ー ク ス 品 質 向 上 と エ ネ ル ギ ー 回 収 を 行 う 、 コ ー ク

ス 乾 式 消 火 設 備 の 提 供 。

【 解 決 手 段 】 ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 内 か ら の コ ー ク ス 安 息 面 を 排 除 す る と と も に 、 安 息 面

の 排 出 ガ ス 噴 き 出 し の 偏 流 を 格 段 に 抑 制 す る た め 、 仕 切 壁 ５ と 安 息 面 ６ の 間 に 空 間 を 設 け

、 リ ン グ 状 の 安 息 面 を ス ロ ー ピ ン グ フ リ ュ ー 入 口 ７ 下 の ク ー リ ン グ チ ャ ン バ ー 内 壁 沿 い に

形 成 さ せ る 。 か つ リ ン グ 状 の 安 息 面 の 面 積 を 、 ボ イ ラ ー 側 に 飛 散 搬 送 さ れ る コ ー ク ス 粉 の

最 大 粒 径 に 基 づ い て 設 定 す る 。

【 選 択 図 】 図 ５

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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